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頚輪法によるセッカのヒナの食物調査

上田恵介’

はじめに

鳥にとっていつ，どこで，何が食べられるかということはその種の個体群特性（出生，

生残，死亡，分散など）に密接に関わりあっているばかりでなく，伊藤（１９５９）が先駆

的に述べたように，餌の得やすさ，得にくさが，ヒナの世話への両性の関与という問題を

通じて，その種の社会組織を規定する基本要因のひとつとなっている．

セッカCjs〃COﾉαノ”cjdjsは母袋（１９７３，１９７９）が述べているように一夫多妻

制の社会をもつ種であり，しかも毎年約６０影の雄が複数雌を猶得し，時には一夫十一妻

というような極端な一夫多妻が出現する（Ｕｅｄａｉｎｐｒｅｓｓ）．

ところで，一夫多妻の程度はＨｏｌｍ（１９７３）のいうように雄親によるヒナの世話の度

合いにかかわっており，オオヨシキリＡＣγocgp"αﾉ解ｓ””｡"αc”s(羽田・寺西１９６８

ａ,ｂ）やハゴロモカラスＡ嬢ﾉα”ｓ'ん0e”c”ｓの一部個体群（Ｏｒｉａｎｓｌ９６１）のよ

うに雄親がその一部を分担する場合は極端な一夫多妻にはなりえない．また，それは雄親

の一方的な分担放棄によって成立するものではなく，雌親のみでも十分成功的にヒナを養

える条件がある場合に限られてくる．ゆえにセッカの雌にとっての食物条件，すなわち餌

の得やすさは，セッカにおける一夫多妻制の成立にとって重要な要因だと考えられる．

しかし，セッカが何を食べているかということについては，この種が農業，林業にとっ

て直接かかわりのない種であることから，これまでまとまった調査はなされたことがなく，

いくつかの断片的な記録や生態写真（山階１９４１，母袋１９７９，母袋・宮崎１９７５）か

ら判断する以外になかった．それはヨーロッパ，アフリカでの諸研究（Ｌｙｎｅｓｌ９３０，

Ｓｕｌｔａｎａ＆Ｇａｕｃｉｌ９７４，１９７６）においても同様である．

この論文ではどのような食物条件がセッカの社会組織に影響をおよぼしているのかを知

るために，１９７８年に行なったヒナの食物内容に関する予備的研究について報告する．

調査場所および調査方法

凋査は１９７８年６月１０日から９月10日にかけて，大阪府南部の信太山丘陵（北緯３４．

２９′，東経１３５．２８'）で行なった．この地域は典型的な段丘地形で，標高約７０ｍの丘

の上は平坦な台地状になり，ススキＭScα”"ｓｓ”g"sjs，チガヤノ”eγαｵａｃｙﾉj邦一

dγjca，メリケンカルカヤＴｈｅ”｡α"jα”γαなどからなる草原がひろがっている．道

路の両側や裸地の周辺にはセイタカアワダチソウsoﾉjdbgoα〃jssj加αの侵入がみられ
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る．また，ここは自衛隊の演習地であることから，毎年定期的に火入れがなされ，それに

よって長期間にわたって草原が維持されている．

調査は牌化日（最初のヒナが解った日）からかぞえて，ヒナが８～11日令になった段階

の巣で行なった．騨化日のわからなかった２巣も，ヒナの成長状態からみておそらくこの

範囲の日令であろうと思われた．餌の採集は中に銅線が一本だけ入ったやわらかいビニー

ルコードを用いて呼吸をさまたげないようにヒナの首を軽くしばり，餌をのみこめないよ

うにしておいて，親が餌を与えたあとからピンセットでとりだす頚輪法（Ｋｌｕｉｊｖｅｒ

ｌ９３３）を用いて行なった．

セッカの１巣当りヒナ数は５～７羽であり，せまい巣の中に折り重なっていると，どの

ヒナが餌をもらったのか点検するのに時間がかかり，繁殖への影響が懸念された．そこで

調査時には巣内のヒナ数を２羽または３羽に減らした．１回の調査はヒナが弱らないよう

にほぼ１時間以内にとどめた．のこりのヒナは調査中は調査者の手もとへとりだして給餌

し，調査が終わった時点で巣へ戻し，その時実験個体にも餌を与えて調査の影響を最小限

にとどめるようにした．ヒナの口からとりあげた餌は巣の番号，時刻を記入した紙片とと

もに１サンプル（同時に複数の餌が給餌されている場合は各々を１サンプルとした）ずつ

管びんに入れ，７０％エタノールで固定してもちかえり，同定を行なった．

なお，調査対象とした巣の雌たちにはすべて色足輪をほどこし，個体識別を行なって調

査を実施した．成鳥およびヒナの捕穫・実験に際しては事前に環境庁の許可（捕狸許可証

N０５８６，１９７８年）を得て行なった．

結果および考察

調査は１０巣を対象にしてのべ１２回行ない，７５個のサンプルを得た．その結果を表ｌ

に示す．約１２時間の調査時間内に観察した６８回の給餌はすべて雌親によって行なわれ

た．給餌回数とサンプル数が異なるのは，１回の給餌に２個の餌をもってきた例が６例，

３個の餌をもってきた例がｌ例あったからである．このような場合，小さな餌なら１羽の

ヒナにその全部が与えられ，大きなものなら別々のヒナにわけて与えられてあった．複数

個の餌を運んできたのはＶｂ２雌とＱ４雌が１例ずつで，のこり５例はすべて９月２日，解

化後10日目のヒナのいるＭ８巣においてＭ８雌によって記録されたものである．しかし，同

じＭ８巣において，その前日にはこの傾向は全く観察されなかった．

次に得られた餌内容について述べる．

昆虫類

直通目

７５個のサンプル中，最も多かったのが直趨目の昆虫で全体の５３．３％を占めている（図

１）．その内訳は40例中ショウリョウパッタＡＣγjdkzノ“αが２０例で，丁度半分を占め，

オナガササキリＣＯ"ocgPjlaﾉ解ｓｇﾉadjα"ｓの15例をあわせると，この２種で直趨目全体

のほぼ90％を占めている．ところが餌内容に占めるこの２種の割合には季節的な変動が見

られる（表１）．ショウリョウパッタは比較的早い季節に給餌され，８月末から９月にな

るとそれとかわってオナガササキリが記録されている．昆虫相の継時的サンプリングを行

なわなかったので断定はできないが，後者の出現時期は前者よりかなり遅い．しかし，オ
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ナガササキリの出現するころにシ

ョウリョウバッタがいないわけで

はなく，ショウリョウパッタは遅

くまで豊富な個体数を維持してい

る．しかもオナガササキリはショ

ウリョウパッタにくらべてかなり

敏捷な種である（後者は調査者が

素手で簡単に捕痩できるが，前者

はできない）．それにもかかわら

ず餌種の転換が起こることを考え

るとセッカは単に多くて捕えやす

いエサのみを捕えているのではな

さそうである．

りん趨目

直趨目についで多かったのがり

ん趨目で，全体の２２．７％を占め

ている．そのほとんどすべて（１５

例）は幼虫で，成虫と鋪は各１例図 １ ． ヒ ナに与えられたエサの百分率．例）は幼虫で，成虫と鋪は各１例

Ｐｅｒｃｅｎｔａｇｅｓｏｆｔｈｅｆｏｏｄｉｔｅｍｓずつであった．これらの正確な同

ｆｏｒｎｅｓｔｌｉｎｇｓ・ 定は出来なかったが，その中には

ヨトウムシ類の幼虫やセセリチョウ科の幼虫が含まれていた．蛾の成虫は４枚の趨がすべ

てむしりとられて，胴体のみが給餌されていた．

その他の昆虫類

直通目，りん趨目以外ではカマキリ（種不明）が２例，ツノカメムシの亜成虫（種不明）

がｌ例，ムシヒキアブ（種不明）がｌ例記録されただけで，全体の約５％にすぎなかった．

ムシヒキアブはかなり大型のもので，これも蛾の成虫同様，２枚の趨と足の一部がむしり

とられて給餌されていた．

クモ類

クモ類は１３．３％で成体，亜成体が９例と卵のうがｌ例記録された．成体・亜成体は，

クサグモＡｇＥ/g”ノj加6αｊα，ハナグモMis必加”01ｓ"jc秘sが“"ｓ，キクズキコモリ

グモＰα”osapsg“0””/α/α，コガネグモダマシＬαγj"ααγgjOpj/oγ”ｓの４種で

あった．卵のうはキクズキコモリグモのものであった．キクズキコモリグモのような地上俳

個性のクモが捕食されていることは，セッカの採餌が地上でも行なわれることを示している．

カタツムリの殻

今回採集したサンプル中にカタツムリの殻が４例（5.3影）記録された．これらの殻は古

いものではなく，すべて生きているカタツムリを雌がかみくだいてヒナに与えたものであ

った．それが単なるタンパク質源として与えられたものでないことは，そのほとんどが殻

の部分のみであり，肉質はごく一部に付着していたにすぎないことからも明らかである．

また，この行動が偶然的なものでないことは，４例すべてが異なる雌親によって行なわ

れたことによりわかる．シジュウカラＰαγ必ｓ加ａｊｏγとアオガラＰαγ解Ｓｃα”郷ﾉ”ｓ



網趨目

Dictyopteraカマキリ科(種不明)．Mantidaes似
半題目

HemjPteraツノカメムシ（唖不明）AcanthosomatidaesPL
双趨目

Dipteraムシヒ千アブ(種不明）Asilidae域
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表１．餌内容の月別変化
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山階（１９４１）は１月と３月に採集されたセッカの胃からはカワゲラ，エビイロカメム

シ，ウンカ，アリマキ，メイガ幼虫，ゾウムシ，ゴミムシ，不明小甲虫の断片，水生昆虫

の卵，シャクガ幼虫，クモ類などが発見されたことを報告しており，それが清棲（１９５２）

などにも引用されている．しかしこれは冬期の成鳥についての記録であり，繁殖期のセッ

カの食性については成鳥はもとより，ヒナのものはほとんど知られていなかった．

今回の調査でセッカのヒナに与えられる餌の半分以上は直趨目の昆虫で占められ，りん題
目とクモ類をあわせると90％がこの３つのグループによって占められていることがわかった．

国外における数少ない観察例では，Sultana＆Ｇａｕｃｉ（1974,1976)は，マルタ島で
繁殖したセッカがその巣へりん趨目幼虫をはこんでいるのを観察し，また幼鳥がバッタを

クモ類
sｐｉｄｅｒ

（Ｂｅｔｔｓｌ９５５，Ｇｉｂｂ＆Ｂｅｔｔｓｌ９６３），ヒガラＰﾛγ“α"γ（Ｇｉｂｂ＆Ｂｅｔｔｓ

ｌ９６３，羽田・堀内１９７０），コガラＰ”必ｓ加0”α”ｓ（Ｇｉｂｂ＆Ｂｅｔｔｓｌ９６３，木内

ほか１９７０），メポソＰ"yﾉﾉCSCO”ｓ６ｏγeα〃ｓ・アカハラＴ””Ｓｃﾉhγysoﾉ”ｓ・ミソ

サザイＴγ09ﾉody"ｓ"09ﾉody"ｓ（木内ほか１９７０），キクイタダキＲｅ評ﾉz4sγeg鹿一

ﾉ解ｓ（羽田ほか１９７２），ニュウナイスズメＰａｓｓｇｒｒ必ｵ〃”ｓ（羽田・熊谷１９７２），
ヨーロッパヨシキリＡＣγocgPjMzﾉ解ｓｓｃｊγ，αc”ｓ（Ｄａｖｉｅｓ＆Ｇｒｅｅｎｌ９７６）など多

くの烏でも，ヒナの餌にカタツムリの殻が出現することが報告されている．

Betts（１９５５）も述べているようにカルシウム分に富むカタツムリの殻は成長期にお

けるヒナの骨格形成に重要な意義をもつと思われる．
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捕食するのを報告している．Ｌｙｎｅｓ（１９３０）はアフリカにすむすべてのセッカ属（本

種も含まれる）が昆虫食で，時には一地域の７種のセッカ属の殆んどすべての餌がバッタ

類だったことを報告している．

国内でも母袋・宮崎（１９７５）にはササキリ（種不明）の亜成虫とナガコガネグモらし

いクモをくわえた雌親の写真が戦せられているし，母袋（１９７９）は雌親がヒナに甲虫や

カワラパッタをくわえてきたことを報告している．これらのことから考えると，繁殖期に

おけるセッカの主要な餌は成鳥もヒナも直通目・りん趨目昆虫とクモ類であると考えても

よさそうである．特に著者の調査した草原において，６月から９月にかけてのショウリョ

ウパッタとオナガササキリの個体数は非常に多く，草むらを歩くと一歩ごとにクモの子を

ちらすようにとびだすのを目撃することができた．また草原は烏にとって，森林にくらべ

ると，二次元的な環境であり，餌動物の探索・捕礎はよりたやすいと思われる．

前述したように一夫多妻制の発達の程度は雄親がヒナの世話からどの程度解放されるか

にかかっている．セッカの雄親は巣の外装の完成以降，卵やヒナの世話を全く行なわない．

産座の完成，抱卵，育すうはすべて雌親の仕事である（母袋１９７４，Ａｖｅｒｙｌ９８２，

Ｕｅｄａｉｎｐｒｅｓｓ）．しかも雌親はこうした分担のすべてをひきうけて，なおかつ５～

７羽ものヒナを巣立たせることができる（上田，未発表）．

著者はセッカの雌親にとってそうしたことが可能なのは草原に豊富に生息し，とらえや

すい直趨目昆虫をその主要な餌として開発したことによるものであると考えている．だと

すると，Ｖｅｒｎｅｒ＆Ｗｉｌｌｓｏｎ（１９６６）やＯｒｉａｎｓ（１９６９）のいうように草原とい

う二次元的環境において一夫多妻制が出現しやすいということもうなずけるのである．

烏の食性を調査するには，著者が今回こころみたような頚輪法や人工騎法，光電管をつ

かった写真撮影などがある．しかし，どの方法も調査の対象となった烏たちにとって，決

してここちよいものである筈はないし，そのために人間に気づかれてヒナをもちさられた

り，ヘビやイタチの捕食をうけやすくなる可能性がある．

調査した10巣のうち６巣では無事巣立ちが行なわれたが，３巣は調査後おそらくはイタ

チによって捕食されてしまった（のこり１巣はたぶん雌親の渡りによって放棄された）．

これが調査の影響であるとは断定できないが，このような調査にあたっては充分に配腫が

払われるべきであろう．
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